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圏「あぶらむ通信の原稿準備です。エツ、もう一年が経った
の」、溜息の出る定番のセリフとなりました。あっという間

の一年間でした。特別何をやったという訳ではないのです

が・・・。あぶらむ通信お手の皆様には、この一年も恵みの内にお元気でお過ごしのことと思

います。

この一年も『変』とつくことが多い年でした。8月は雨ばかりで暑さのない夏、昨年は4

回もハチに刺されたというのに、今年はほとんどハチを見ないという年。マイマイガの異

常発生で新芽が食べられてしまった結果、秋になって木の実が出来ず、山は食料不足とな

り人里は熊の異常出没。丹生川村ではついに死者まで出るという始末です。どこかで大き

な自然の歯車のかみ合わせの違いを感じる「変」な年でした。

二つのケータイ電話

1996年以来13回続いてきた「子どもから大人までのネパールの旅」、その最後に訪れる

村ガンドルン（1，940m）、そしてその眼前に広がるヒマラヤの山々。アンナプルナ・サウス

（7，219m）ヒンチュリ（6挫1m）そしてヒマラヤの神々が住む聖なる山マチヤプチヤレ（6，997m

登山禁止）、その山々のむこうにどんな世界（風景）が広がっているのかずーっと憧れ続けて

きた。しかし、片道6日間往復10日間の辛く厳しい山歩きと聞くと自分には力及ばずと諦

めてきた。

昨年9月、都会の風に吹かれながらアルピニストの青田浩さんと恵比寿でビールを飲んだ。

彼は1981年、イエディー同人会のメンバーとしてアンナプルナ主峰（8，091m）南壁を登った

伝説の人である。「私が案内しますよ」の一言でこの秋行くことになった。

目的地はアンナプルナ・ベース・キャンプ（ABC4，130m）、時代が進み変わっても往復10

日間の山歩きは変わらなかった。

私とネパールとの関わりは1979年に始まった。故岩村昇ドクターとの出会いだった。立

教大学礼拝堂付き牧師として働いていた私。ドクターに講演のお願いをした。あっさりと

承諾して下さったドクター、しかし講演料はわずか3万円。申し訳ない気持ちで一杯だっ

た私にドクターからチトワン農業総合開発計画プロジェクトの提案。実現には数千万円の

資金を必要とした。「大郷さん、夢を見なければ本物の牧師になれませんヨ」と強烈先制パ

ンチ、エビで鯛を絵にかいたような結果となった。以来ネパールを訪ねること30回を超えた。

北は中国、南はインドに挟まれた山国ネパール、東西850km南北は広いところで240km

狭いところでは150kmという小国である。世界最高峰エベレスト（ネパール名サガルマータ

8，848m）がある国ということは誰でも知っているが、インド国境近く我々が訪れるチトワン

国立公園が海抜80mであることを知る人は少ない。南北150kmの間に8，700m余の高低差が

ある国、南北に一日歩けば気候が3つほど変わる国、それがネパールです。山への交通手

段はロバと人力、海抜3千米からは人力のみである。こんなに厳しい地形環境、私はこの

国は変わり様がないと思っていた。事実この30数年、山岳地帯の人々の生活はほとんど変

わっていなかった。

ところが昨年3月に行った時は気づかなかったが、ほとんどの人が‘‘ヶイタイ電話’’を所
一持していた。一度山に入ってしまえば電話連絡は困難だったが、今や4千米の高地で日本
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にも繋がるは、わずかな日給で玉の汗を流しながら重い荷物を運ぶポーター達も“ケイタイ’’

を持ち自由に通話しあっていた。おかげで私たちもそのケイタイの恩恵にあずかり次の宿

の予約を早めにとることが出来、生命線である部屋を確保することができた。その背景に

は4千米の高地まで不十分ながらもそ

れなりに安定した電力の供給があっ

た。

この電力の供給とケイタイの普及

が変わり様がないと思っていたこの

自然条件厳しい国を確実に変えてい

るように思った。果たしてどのよう

に、どのような方向に向かって変わっ

て行くのか、期待と一抹の不安と入

り混じった複雑な気持ちで見ていた

私だった。
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ヒマラヤの山の人たちの生活を変えつつあるケイタイ電話。
よい方に変わっていってくれればいいのだが…。

もう一つのケイタイ電話

4月24日、18人目の家裁少年を迎えた。「二度の少年院生活でダメだったものを、．また

同じ場所に送致してもだめ。全く別の新しい環境と方法で」という裁判官のよく判るような

わからないような判断で、あぶらむへの補導委託となった。10月で20歳になるという少年

青年、周りの目がある時はそれなりに、目がない時は田の畦で堂々と昼寝、権利主張だけ

はしっかりしていた。

7月13日夕方、突然見知らぬ人物から電話が入った。「少年がケイタイ電話を所持し、外

部と連絡を取り合い、夜中遊びまわっている」という内容だった。その人物は少年の身近な

関係者であり、少年の更生を心から願う人だった。「あぶらむでよくしてもらっていると聞

く、なのにその気持ちを裏切るような行為は許せない。今、ここでしっかりと自分と向き

合い、立ち直らなければならない時だというのに…」、その人物の声は真剣だった。‘‘密告’’

というかたちといい、少年の裏の顔といい、私たちにとっては大きな衝撃だった。

家裁少年との基本は「信頼」でしかない。親からの差し入れ等少年院では「検査」がある

が、ここではそんなことがあってはならないと思う。しかし、それを逆手に取れば何でも

やりたい放題となる、それが今回の件だった。家庭裁判所の調査官と相談をして母親への

事実確認となった。事がバレたら大変なことになると思った母親はケイタイの回収に走っ

た。しかし、少年にとってはケイタイは命、どうしても手放さないと言ったという。そこ

で使いを出して少年を説得、深夜1時そのいきさつを伝える電話が又、私のところに入った。

「私が話してきた事がウソだと思うならば、今すぐ少年の部屋を見てみればいい。もぬけの

殻ですよ…」と。深夜、私たちが寝静まったころ窓から忍び足で出ていく少年の姿を想像す

るだけでもいやだった。今さら確認するまでもないと思ったが、私の足は少年の部屋に向

かっていた。やはり少年はいなかった。

私は少年と向かいあった。一連のことを認めもう一度というなら仕切り直そうと思って
lいた。だが少年の口から出てきた言葉は「根も葉もないこと、証拠を見せろ。ボケが少し入っ
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てきてるんじゃない・・」等々の言葉だった。証拠はお前の胸の中にある、ここでやり直さな

ければこれから先どうするのかと諭した私だったが、少年には届かなかった。「証拠を見せ

ろ、証拠もないのに…」しかし目はうつろだった。

私は少年を切ることにした。こちら側から補導委託を中止して、少年を裁判所へ返すこ

とにした。18人目にして初めてのことである。いかなることがあってもこちら側から少年

を切ることがあってほならないを信条にしてきていたが、この少年を前にして私のその気

持ちは折れてしまった。いや折れたというよりも、切るというかたちでしか自分の本当の

気持ちを表現することができなかった。「君はもうすぐ20歳。今のお前で世間に通じると

思うならどうぞやってみな」という気持ち、不自然に彼を受け容れる方が彼の気づき、成長

にさまたけになると思った。「全てのこと、やがて自分に還ってくる」、そんな心境だった。

家裁少年を預り共に半年間生活を共にする補導委託という仕事の難しさ、奥深さを改め

て教えられた一件だった。

ネパールにしても我国ニッポンにしても、‘‘ヶータイ社会’’はこれからどんな社会を創り

出して行くのだろうか。もっと心して文明の利器を使わなければならをいことを教えられた。

それにしてもネパールの山歩きで日本人を見るのは数えるほどだそれも中高年者ばか

り。80－90年代車ごろまでは日本人ばかりだったというのに。圧倒的多数の中国人、韓国人、

そして日本人よりも多かっだマレーシア人。今の国の活力がそのまま山歩き人口に表れて

いた。どうすれば活力が出るのだろうか、私たちの国に。そんなことを考えながらの山歩

きだった。

あぶらむあれこれ

「あぶらむ豊山生活学校」を前提として、新しく「ものづくり作業棟」建設に着手しました。

消費税8％になる前にと、3月に棟上げを終えました。飛騨の冬は深く厳しく、外仕事はで

きません。冬の間に大工さん達は材料のきざみ仕事、雪解けを待って一気に組み上げるの

です。建築会社にお願いするのは建物の骨組みだけ、外内壁や床はりそして建具づくり等

はあぶらむの仕事です。あぶらむの建物の多くはこうしたやり方で進められています。い

わば「半手造り」です。この夏は暑さ知らずで雨の多い日々でした。広島に大きな土砂災害

をもたらした豪雨は飛騨地方にもそれなりの災害をもたらしました。あぶらむでは新築し

た作業棟の1m近くまで土砂崩れがお

こり、危機一髪でした。自力復旧を決

めたものの、その作業は大仕事。山を

切り崩し埋めもどした土砂だけで約

500トン近く、私は“ボクシ”ならぬ‘‘ド

ボクシ’’となってしまいました。しか

しこれらの作業を通して学んだこと

は大でした。何事も仕事に呑まれて

はダメ。初めての作業はとかく仕事

に呑まれがちですが、そこで手をあ

げてしまっては何もはじまりません。
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新築となった「ものづくり作業棟」。大工さんの仕事は骨組
みだけ。内外壁はり、建具、床はり等はあぶらむの仕事で・九
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はじめてのことに立ち向かって行く

ことの中で、いろいろとあれこれ知

恵が出てくるものなのです。死んだ親

父がよくいいました。「男なら甲斐性

（かいしょ）出せ！」。そう甲斐性出す

しかないのです。そう、今の日本に必

要なのはコンピューターなどにたよ

りっぱなしになるのではなく、「甲斐

性」を出してものごとにあたることな

のです。あぶらむが計画している「里
8月の大雨で崩れた敷地。自力で復旧することにした。

山生活学校」も、知恵とこの「カイショ

ウ」を育てることなのです。来る年はどのような年となるのか、少々楽しみです。

それではどうぞよいクリスマスを、そしてよい新年をお迎え下さい。

2014年12月

あぶらむの会　代表　大　郷　　　博
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今年も異常発生したマイマイガ。朴葉が食い尽
くされて枯木のようになった。粟やドングリも
大不作、里への熊の大出現となった。

転薗遊離薮経黎霧
・9月27日午後8時半坂、家の軌で用事をしていました．家は河川の近くでやぶが生い茂り見通

しが避かったため、突然クマがやぶから現れ、襲いかかってきました．
・11月12日午柳11蒔頃、家の近くにある山すその柿を収謡するために、青を鳴らして失娘二

人で行き、収穫していたところ、背後のススキから突然クマが洩れ、襲いかかってきました．
・11月20日午後3軸、城山公田につづく山車の道をひとりで散歩していました．すると、整

やぶにクマがいる気配がしたので、木陰に隠れようとした薪、突然クマが怯軸、袈いか
かつできました．

マ　いそ麺嘘遮速い
△クマの目撃惰轍のあった規所にi

ないでくたさい。 ＝堕越　ノ離

こんなビラが配られるほど今年は熊の当たり年でした。
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アルピニスト青田浩さんと行く
ヒマラヤトレッキングの旅に参加して

川上　美砂

いよいよ出発の日。羽田空港に向かう私は、背中のリュックよりも大きなドキドキと不安

でいっぱいだった。「“子どもから大人までのネパールの旅’’でガンドルンから見た山頂の輝

く白きをもう一度見たい」、「この旅にチャレンジすることで自分の後半の人生を歩く勇気

を得たい」と、山経験なし、主婦歴28年の私はヒマラヤトレッキングの申し込みを決めた。

それから2ケ月間、あたふたと3つの準備をした。

①体力作りのために、朝1時間早く家を出て職場までの5キロを歩き、週1回近くの高尾

山に登った。②勤務先に休暇をお願いし、迷惑をかけないよう前もって仕事をやりくりし

た。③夫と子どもに参加したい気持ちを伝えて、脅守中困らないよう少しずつ家の中を整理

し、子どもたちに家事のコツを教えた。娘は「最初は反対だったけれど本気でチャレンジ

したいんだとわかったよ。気をつけて行ってきてね」と言い、次男は「僕たちのことは心配

しないで楽しんできて」と送り出してくれた。「絶対にムリしないで。そしてもし母さんに

万が一のことがあっても、僕だちなんとかやっていくからね」という末っ子の言葉に胸が熱

くなった。

カトマンズポカラを経て、ナヤプールから歩き始める。石段、桜の咲く山道、乾いた土

の上をひたすら歩き、吊り橋を渡り、時には荷物を運ぶ馬や放牧中の山羊の群れとすれ違

う。陽の当たる坂道では汗ばむ暑さに上着を脱ぎ、日陰ではダウンを着込んだ。夜はゲスト

∴認諾艶・∵∴∴ 
∴∴∴∴∴∴ 　　o／／矛／～／ 　∴∴ �．「一 ∴十一 
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8∴孝印圏　＿司 

姶 

山岳地帯に住む人々の生活を見ながらのトレッキ
ン究ニケ月余の訓練で歩き切った筆者。

ハウスで寝袋生活だったが、太陽光発電の普及

もあって暗いながらも電気が灯り充電もできた。

厨房は質素だったが、宿の人の笑顔と温かい食

事、ミルクティーがありがたかった。急な斜面

で豆や粟を耕作している村の生活や、幼い子ど

もたちの瞳は12年前と変わらないように見え

たが、スマホを手に持つ若者が何人もいて驚か
‾＼‾露謡懸騒 ���� � 

竃 ��� � � �●　◆ 

綴縄　薫 ���� � 

麗塾義一∴ 　　醸溺一営 ��� � � �甥滋滋 ∴、点 綴 � 
∴「詰問蛭 ��”○ 揃 ��諒認諾 ＼h i ��麦類／ �� 

●ヽ∴一 ㌦ �ミ霧　念－／せ � �� �� 

／ヽ ��／） 式 、圏 ���霊禁 

たった一本の道をふさいでしまった山羊の大群。
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された。日本人トレッカーにはめった

に会わない。中国や韓国の若者が元気

だ。日に日に人家が減り、寒さが増す。

5日目、マテヤプチヤレベースキャン

プに到着。あんなに遠くに見えた山々

が手の届きそうな近さにある。高度順

応のためにそこで1泊。夜は天の川が

輝いていた。

翌朝、アンナプルナベースキャンプ

に向けて歩く。呼吸を荒らげないよう

にていねいに足を運ぶ。そしてゴール。

そこはアンナプルナ（豊穣の女神）やマ

繋懇 �慈葱 � �；・千 言∴ 　∴ ����ノー ご＼轟轟餓 �������ブ 

謹肇惣言霊 �　　∴十二二∴ てら㍉∴＿∴ ���� �、l÷∴ヽ 姦綴 ∴rL 窮， 遂謬 ●∴ 

託　差 �／寂／／諦 �　懸遼壷重盗綾 慾酸類鰭国昭 ／、〃～ �／査醤繕 

綾摺 �／，雪子虻i園田聞置を／ ／／、／／惣一盗；誓 ���／〆 ‾閣 嵩 ��塞 千∴∵ ／継 目 克己」 ����・i∴ヽ ヽ子∴ ∴∴＼ ��∵：「 

一人で30－50kgを背負うポーター達。傾斜がきついため

ロバもだめ、たよりになるのは人力だけ。山の人々の生活
の厳しさがわかります。

チヤプチヤレ（魚の尾）の山々に360度囲まれた神聖なステージだった。崖の淵に立つと下

は大きな氷河、足がすくむ。山肌から小石の落ちる音が静かな音楽のように聞こえる。青田

浩さんが山を温かく見つめていた。私にはただ美しい壁としか見えないこの南壁を30年ほ

ど前に単独登頂した記録をもつ青田さん、どんな想いだったのだろう。見上げれば真っ白な

頂と澄み切った青い空。「ため息しか出ないね、母親の胎内にいるようだ、天国のようだね」、

大郷先生の声がした。はっとして、私は2年前に旅立った親友と亡き父の写真を取り出した。

「ほら着いたよ、見て。すごい景色でしょ？」と言いながら涙が溢れた。子どもが自立した

ら一緒に旅しようねと親友と約束して果たせなかった夢、旅行が大好きだった父にも見せた

かった。私は幸運にもここに来ることができた。ありがとう、この身体、この命、家族や友人、

この時代、地球、すべてのものに感謝したくなった。そして日本で一生懸命生きているあの

人たちにも、子どもたちにもこの景色を見せてあげたい。ここで深呼吸してもらいたい、心

からそう思った。白い雲がゆっくり浮かび、ピンクや薄い紫に色を変えていく。その色、キイ

ンと冷えた空気の感触と匂い、すべてが身体に染みこんでいく。その夜、私たちはアンナプ

ルナの女神の懐に包まれて、安心して眠りについた。

帰りはなぜか足早に山を降りた。途中ホットスプリング（温泉）に立ち寄った。ヒマラヤに

来てまさか温泉に浸かれるとは！身も心も緩んだ。そしてその2日後、私たちは喧喋のカト

閏： �或－． � �「∴∴：蔦ご �圏閑闘 鶏泰 扉艶麗墾 ������ �器・ 

，i滅 �／／～＼意／∽／ ）．，、／／一〇膏誉 ∴∴∴∴∴． i気壱／／〉／㌧／ �嚢業努掌 ��ご藍／ 練演 ��／i二年 ∴；：∴ ��箆・／？）、／ � 

わ／ 　∴∴ �� � �：†聖 � � 

諒恕影 �／／／講義輩 �� �「、・ 多事ノ’ ／．離薯 一㌧：：∴言　∵∴∴→－回国－－ �������� � 

∴　∴子 � �／滋 ∴」● ���� � 

撥 � � �→／＼／き鶉、 ���� �ヽ－　∴子 ∴－「∴＼∴∴∴重 �� �裳経 

ヽ子∴∴ ����／珍客 ヽ：ヽ 

旅の終わりの憩いの一時。川原に湧出る温泉。ネパールで
は「タトパ二（熱い水）」という。
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マンズに戻った。

この旅で、私たちが何度も口にした

こと、それは一歩一歩前に進めば目的

地にたどり着けるということだった。

振り返れば、スポーツに無縁の私が最

初にしたチャレンジは5年前のあぶら

むから富山までのサイクリングだった。

前の晩、緊張で一睡もできなかった私

は、自転車で75キロ走れるんだとい

う感覚を喜びをもって知った。ゴール



した後のとんかつとビールの格別を美味しさも。その後、野麦峠ウオークにも参加。そして

今回アンナプルナ4，130㍍まで行くことができた。朝、「今日はあの山の尾根を越えて、谷の

向こう側まで行くよ」と聞かされて、ええ？と思っても、一歩ずつ足を運べば夕方にはその

場所にたどり着ける、その手応えが私の中に日々積み重なっていった。仲間と笑い話をした

り、ビスタlj（ゆっくり）と声をかけ合ったりして歩くと、手をつないでいるような安心感

があった。反対に、前後に人が見えなくなって気がつくとひとりで歩いていることもあっ

た。ある時のことだ。清らかな小川を踏み越えたとき、大好きだった粗父のことを思い出

した。「川の水で洗われた砂はほんとうにきれいなんだよ」と私の名前を付けてくれた祖父、

よく裏山や川に遊びに連れて行ってくれた。その租父が他界し、優しかった母が家を出たの

は10歳の夏だった。木漏れ日のなか、歩きながら懐かしい歌を口ずさんだら、様々なこと

が思い出され、私なりにがんばって歩いてきたんだという想いが湧き上がった。温かいもの

がたくさん溢れて何度も足元がぼやけた。大きな何かに包まれて、自分自身と対話した幸せ

なひとときだった。

ご一緒した皆さんは、さすがあぶらむつながり”個性的な方々だった。「どんな荷物を持っ

てどう歩くか、何を美しいと思うのか、山を歩くことは生き方そのものだからね」と歩きな

がらおっしゃった青田さん。中島さんは73歳、その足取りに私もこんなふうに年を重ねた

いと思わせていただいた。飛騨山岳会の杉本さんは山を堪能しながら、初心者の私にアドバ

イスしてくださった。今成さんの抜韓のユーモアとパワフルさは忘れられない。同い年とし

てこれからもエールを送りたい。忘れられをいといえばもう一つ、毎夜のいびきの轟音も…

（長男が手渡してくれた耳栓の効果なし。大郷先生、本当のこと書いてすみません）。

東京に戻ると、みんなが安堵した笑顔で迎えてくれた。秋が深まり紅葉が始まっていた。

これも素晴らしい自然の営みだと素直に見入ってしまう。そして、一歩ずつ歩けばあの天上

の世界のような場所に立てるという宝物のような旅を経て、これから私はどこに向かって歩

くのだろうという問いかけが何度も浮かぶ。まだ答えはみつからないけれどこれだけは言

える。たくさんの命の連なりの果てに自分がいることに心から感謝し、「ああ、歩き続けて

よかった、生きてきてよかっだ」と思えるその風景に出会うために、その瞬間のために歩い

ていきたい。どんな山や空の景色が、どんな人との出会いが待っているのだろう、とワクワ

クしながら。

最後に現地ネパールで協力してくださった宮原競さんをはじめとする皆さん、青田さん、

大郷先生、無事を祈ってくださった方たち、素晴らしい旅をありがとうございました。旅に

よって心に刻まれた感動と感謝を杖にして、ゆっくりしっかり歩いていきたいと思っていま

す。
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『第2期通常総会　開催報告』

第2期通常総会を2014年3月に開催いたしました。当日は総会終了後、あぶらむの

会代表の大郷博講演会も開催し、多くの方に参加いただきました。

心よりお礼申し上げます。

日　　時：2014年3月8日（土）14：30～15：30

場　　所：立教学院チャペル会館（東京都豊島区西池袋3－341）・

出席者：42名

総会次第：

（1）開会挨拶・役員紹介

（2）議長・議事録著名人・書記の指名

（3）定数の確認

（4）議案

・第2期活動報告

・第2期決算報告及び監査報告

＜貸借対照表＞

資産合計72，415，445円

負債合計136，389円

正味財産72，279，056円

＜収支内訳＞

収入合計22，545，294円

支出合計13，658，675円

当期収支8，886，619円

（流動資産31，360，746円　固定資産41，054，699円）

（短期借入金136，389円）

（うち当期正味財産増加額8，886，619円）

（会費収入2，467，025円　寄付収入10，307ユ16円

研修収入6，070，455円　他）

（減価償却費を除いた実質支出12，670，417円）

（減価償却費を除いた実質収支9，874，877円）

・第3期活動計画

・第3期予算（案）

＜収支予算案＞

収入合計14，800，000円（会費収入2，500，000円　寄付収入5，000，000円

研修収入6，500，000円　他）

支出合計14，510，000円（減価償却費を除いた実質支出13，510，000円）

ものづくり作業棟建設費用12，000，000円

当日の資料、議事録は、あぶらむの会ホームページに掲載しています。

http：／／www．abram－nO－kai．com／

画面右メニュー　‖会員専用ページ‖（パスワード：UTE48）にログインして、

画面右メニュー’－2014年総会・講演会報告’’をクリックしてください。
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『第3期通常総会について』

今回、初めてあぶらむの里で総会を開催いたします。多くの方のご参加をお待ちして

います。

2015年度会費納入いただいた会員各位に対して、1月下旬～2月上旬頃に第3期通常

総会の正式案内状を郵送させていただきます。

日時：2015年3月21日（土）15：00－（14：30～受付開始）

場所：あぶらむの里　謡魂庵（岐阜県高山市国府町字津江3225－1）

議案：第1号議案　第3期活動報告、決算報告、監査報告

第2号議案　第4期活動計画、予算案

福田桂さんのイラスト画で見る 
あぶら／む夏季豊山自然学校 

小中学生を対象とした豊山自然学校、高学年の子たちが低学年の子たちのお姉さんお兄 

さん役、参加者同士がお互い助け合っていく自然学校に。長年願ってきたことがやっとそ

れらしくなってきた今夏の豊山自然学校でした。助け合い、支え合って行く喜びを知った

子ども達は一段とのびのびと。そんな子ども達の姿とあぶらむ星山自然学校の様子を、福

田桂さんのイラスト画でお伝えします。



うわ封こ問いだことか布つても、1裁韓をしたこ 

と脱か1た夏の自然夢枚。今年は大タッ7 �たちと 

あ虜らむ自然学較体強記∴∴としてキ動座電けたこと突っかけに、小 

学な2年色○息子と「話（こ細することに・ 　　　　　　　　　　7．．で 

チ批達も軍団7も、色々な場所的毎お 
てくる。近くに住むスタ‘Y7と合装しっフ、 

忠常や宙窮亡叶で軍手も再．　　　　　　　　　　／ク 

一三三輩嚢三一 　息チニー天龍，：福田粗 　さ（セリと主音I各班 　′◆′◆●●◆●◆●●●－ ．‾‾‾‾‾‾‾‾‾10－‾ 　∧′（∧ 

．．　　　　　　　　惣　　　亡コ 
ヽ＿．・′ ＾lt〇・　　　　年平へ　　　　倉、（： 

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C　　e　　　　　　　　　　o 

Il‘レへ／1　　　　　　　　　　　　　　　人　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。 

、ノ「へ　へ〕　　＿クコ　　　　　、＿　［ 
ヽ＝；′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　● 　　　　　　　　　　　　　　／ヽ 

霧環一重‘撥閣議お謹豊 
くらしを支えろ仕事をしてくだ　．し　　　　）　　　豊、シ　ー緯Iこし汚。 

認学窓喜寿裾特一報＿　鮭こ壇しし 　　　　　　　．一〇 
リ・二・．隈 　　　　葛こタ 

こ蛍たち佃か揃う略人　　揃さんお姉さんリーダニ憂人． 

諜驚護護籠∴畿琵護繋諮 

4鯵鑑欒歓詳細組離掠 　自己組付や∵馨し羽こして鴫を言をす ↓ 　　夜浸る上手！なつつゲル－子に住か小 繋塑賂谷柚－掴枇詩誌醐 
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攫議義 子でノラママγ 
ヽ　「 

テ　う．ト地籍≡鎚 

蒜　擬器認諾謹。 簡ナる： I ・・饗饗麗続 

‘fT＜…蓋毒打点忠・・ 照金　円 

駅閻器襲撃声議瀞 

蒜謹話需諾霧務繍織鷲謎 何てぜいたく！ 山部げの‥∴∴高度を予告 基本の服装一碧、－ 護るときもこの格鍔が乗 境での 蒜嵩諾繋喜．．．．・穿旬鬱）高 書渠抽いう餅細め も穣うむ七一整古画屋． 侮珪中泊まれる年も・ 鬱藩醗議題－ 

馨騒議 
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山へく行く日

リーケライミング
軸中の大きな不にロープをか
7．合食の力請い樋まで蓄え

寄集！：峰縦の救綺らしし）．

るちゃんと大紳ミ疎も
適度り向き。

穏豆。あし＝こくの濠霞と
）ノ蝕担隼はなき弓める。

醇なのに

「　干す言 
三三三∴三、∴ 　一〇＿ノ＼， 　　　ヾ、出l′ノ 

（∴∴∴ノ詐璃 
蝦軽と甚　剛好　∴2∞－’‘’‘‘lrスター訊レ 

か！∴」塙離串 
、吉崎）∴lGJ”‘”な請も－∴気重＿茄1℃下力め。 

恥，∴」…ノ∴∴晦煎山肌瓦 
帰呪え中寿翌東で墾ふた・

富士見岳へ珪聴
人の雪が見えを＜なる

毘劫山寂びの服薬

シバが‘ 亨帝 Ok �三．裏書≒ 

か前の

登山の服襲

川へ行く目 
すごろく川と＼ラ美しい川へ。この日は多血さまに恵まれ、水あ￥び‘き書巻箆できも 

藷護駕紹欝諒議塞喜 
酸莞　′私　議蓋し 討三二三欒　義一恕親王 

王篇繋。軸に建窓「　‾播 
二‾○‾霊議韓繋藷墓園拙速繭 瀦　名前常えゲLム 」．」｝－“、． 三三‾∴∴≒輩∵二二∴‡三二∴ 

将帥輔弼存在けれど 　摘み客種ま教で・・。蒼倭に恵まれなかったにも舶＼わら 襲阜l／ィ、裳曾20禽4B諾繋繋 



2014年　あぶらむこの一年

1月・久しぶりに雪のお正月。2日から屋根の雪下ろし。
・ものづくり作業棟の木材切り出し。直径60－70cmの木4本切り倒し製材所へ

・廃業した建築会社の機械、材料引き取り

2月・17人目の少年審判。よく自分と向き合い、またよくあぶらむを助けてくれた。長年

音信不通だった父親の元へ帰って行く。
・毎日のように屋根の雪下ろし。今年の雪はこれまでで一番重い。

・新作業棟、3月に建築工事開始と決まる。

3月・1日　作業棟の位置決め、チョウハリかかる。
・4日　ウーハーのジョシュア君来里。一年間はいたいという。

・8日　第2期あぶらむの会総会。於i立教大学、引き続き大郷の講演会。

・11－21日　ペルー　インカ遺跡の旅　参加者9名

・24日　新作業棟　棟上げ

・29日　春を迎えることのできた喜び‘‘春一番の会’’

4月・あぶらむの宿一部改装
・日本ミツバチ越冬に失敗、全滅。

・18－21日　第21回さくら道国際ネーチャーラン海外ランナー20名参加

・24日18人目の家裁少年受け入れ

・田起こし、肥料まき等、田植え準備開始

5月・9日JA看護専門学校の宿泊研修会
・12日　田の代かき開始

・24日　田植え、東京より11名の体験希望者を得てにぎやかな田植えとなる。

・飛騨全域にマイマイガの幼虫多量発生、あぶらむの里も食害が出る。

※（5月17日予定だった佐藤初女さんの講演会、諸嬢の理由で中止となりました。）

6月・1日　真夏のような暑さ、岐阜で36℃。夏のプログラム準備開始。
・3日　家裁少年の中間審判

・20日～　南山大学人間関係学科ゼミ合宿

・新作業棟　外壁張り終了、床張り開始（これらは自分達の仕事）

7月・5日　沖縄聖コルコ保育園にて講演、愛楽園訪問。強烈な台風に追われる。
・7日　あぶらむの会理事会（東京にて）

・16日18人目の家裁少年補導委託打切り

・21日　東海地方梅雨明け

8月・1日　岐阜生と死を考える会、立教PRC合宿
・4日　あぶらむ自然学校開校式、9日までの間毎日のように雨

・16日　台風の影響で大雨となる。新作業棟のガケ土砂崩れとなり建物まで1mのと

ころまでけずり取られる。広島で大きな土砂災害発生。
・18日　芦屋聖マルコ教会学校キャンプ

・新作業棟のガケ崩れ、自力で修復することに決める。8月一杯かかる。移動土砂約
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500トン

9月　・新作業棟内壁張り開始
・10－14日　第3回野麦峠越えウオーキング110km、参加者5名

・高山日赤病院新入看護師宿泊研修会

・20日　あぶらむの堂内で松タケ4本ゲット！

・26日　稲刈り

・27日　木曾の御嶽山爆発、多数の犠牲者が出る

10月　・7日　薪ストーブたく

・10日　台風19号接近前に脱穀（45袋やや減収）

・11日　WAYNO　アンデスの風コンサート

・12日　位山ウオーキング

・22日　高山日赤病院にて病理解剖献体者追悼記念会にて記念講演

・30日　初霜おりる

11月・4－19日　ネパール　アンナプルナ内院トレッキング（参加者6名）

・半月遅れで越冬準備開始

・クマの出没多数。マイマイガの食害が影響しているとのこと。

12月　・あぶらむ通信発行

・9日　あぶらむの会理事会（土地購入の件）

・23日　クリスマス会

2015年　こんなこと（行事予定）

1月・10－12日　あぶらむ雪祭り（沖緯からの参加あり）

2月・雪上ウオーキング、冬の豊山体験随時

3月・14日　春一番の会

・21日　第3期あぶらむ総会　於あぶらむの里

・26日　第14回子どもから大人までのネパールの旅

5月・22日　田植え

・23日　2代目津軽三味線高橋竹山野休みコンサート

6月・スペイン　サンチヤゴ・デ・コンポスデーラ巡礼の旅800km前半（予定）

7月・18－21日　野麦峠旧道ウオーキングと史跡を訪ねて（歩行距離約8km）
・あぶらむ星山生活夏季短期脅学（約3週間）

8月・4－9日　あぶらむ豊山自然学校
・22日　第8回桂歌之介落語会

9月・サンチヤゴ・デ・コンポステーラ巡礼の旅後半（予定）
・26日　稲刈り（予定）

10月・10日　第8回WAYNOアンデスの風コンサート

・11日　豊山ウオーキング（場所未定）
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111111寄付者一覧（’13年12月14日～’14年12月13日）敬称略111日111日111111111

相川喜久枝／愛知聖ルカ教会／芦屋聖マルコ教会／安藤隆年／五十嵐正司／池崎純一／池

田正毅／市川聖マリ．ヤ教会／一柳典利・百／伊藤浩子／伊藤幸史／井本正樹／岩崎静子／

学校法人望ヨセフ学園岩田幼稚園／鵜川久・貴子／鵜川独行／江崎忠男／大西修／大場弘

子／大橋雅子／岡田賛三／岡登信義／沖絶望マルコ保育園／奥康功／形部賢／片山吉章／

加藤寛／金子美弥子／株式会社アリミノ／神原一二美／河合由美子／岸村信治／木田みな

子／北山和民／吉川仁／木ノ内三代治・伸子／木村富昭／金城盛弘／窪田暁子／窪寺俊之

／熊沢洋子／倉石昇／小島正則・幸子／財満研三郎・由美子／坂尾新一／坂本吉弘／作田

真知子／津野正裕・弥生／シオン幼稚園／静谷英夫／篠田泰之／忍昭弘／篠宮慶次／島文

子／島袋洋子／清水秀明／税理士法人ジャパンマネージメントサービス／新開春樹／鈴木

武次／須田肇／東京セントポールライオンズクラブ／高沢孝子／高島順太郎／高瀬富美／

高柳真／竹田純郎・ひろ子／竹村真紀／俵里英子／千葉復活教会／中部学院大学宗教委員

会／辻雅彦／寺田信一／外村民彦／富山聖マリア教会／中島務／長縄泰子／中村啓子／中

村力・英子／日本聖公会ナザレ修女会／南山大学人間関係ゼミ／新家恵子／萩尾信也・出

穂／長谷川秀司／長谷川俊夫／畑井正春／浜中好美／原川恭一／比屋根るり子／福岡女学

院中学高等学校／福田桂・亜矢子／藤井和彦／藤井真喜子／古川替／古沢伸雄／星野一朗

／星野八千代／前田晃伸・容子／松尾勲／三沢悠子／宮古聖ヤコブ教会／富里順子／森毅

／森紀旦／森松長明／八木克道／矢崎ふき子／安田昭彦・香恵／山下明／山田益男／湯田

啓一／横浜聖クリストフア÷教会／吉羽真治／与那嶺厚・あさ子／レーマン幸子

iiiiIi物品寄付者一覧（’13年12月14日～’14年12月13日）敬称略1111日11111

田尾兵二／柴原薫／あんしんプランニング中村洋

IiiIIiガヴイス基金（’13年12月14日～’14年12月13日）敬称略111日111日11日日

上田敏明／竹村真紀

111日12014年会費納入書一覧（’13年12月12日～’14年12月13日）敬称略

相澤牧人／赤井充也／赤松道子／秋月慎直・綾／朝比奈誼／朝比奈時子／味岡努／味岡敏

江／穴井悦子／荒井優仁・彩月／池淵透・真理子／井沢夫佐子／石井紫織／一柳典利・百

／伊藤浩子／伊藤幸史／伊東日出子／伊藤文雄・宣子／稲葉世紀子／猪野愈／今関公雄／

入野豊／岩坪哲哉／岩坪瑞枝／岩間光雄／上田敏明／上村誠・洋子／鵜川久・貴子／梅沢

雪子／江洲良秀／大木聖／大域恵子／大杉匡弘／太田喜元・昌子／大橋雅子／大平和子／

大房健樹・和子／大嶺佐智子／大八木米子／大山直子／岡登信義／岡野唆／尾崎和廣／小

野裕・伸子／小野田誠次・恵子／笠井正志／笠原雅子／片岡義博／片桐多恵子／素手苅米

子／加藤正／金子眞／加納美津子／唐木田麻連子／河合由美子／川上詩朗・美砂／川上玲

子／川口弘ニ／川口暁子／河田健二／岸井孝司／木島出／岸元忠義・静江／北昌子／久世
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治靖／倉石昇／倉辻明男／倉持昌弘／栗山盛雄／栗山洋子／黒田則子／小池直子／小泉恵

子／小林信夫・加代／小林賢三／小堀浩子／小松純一／近藤高史／斎田美代子／斉藤美登

里／斉藤寛明／酒井厚子／櫻井智則／笹岡淳也・由紀子／佐々木国夫／佐藤耕一／佐藤純

／佐藤哲典／佐藤敏子／佐藤芳子／津野弥生／三瓶富子／塩田純子／篠田泰之／篠宮慶次

／柴原薫／渋澤一郎／渋谷真理／島文子／島袋洋子／清水幸平／清水靖夫／志村弘子／城

下彰／下田英一／新堂玲子／菅原勝美／菅原美穂子／杉村進／杉村良平・和子／鈴木信子

／鈴木康邦／鈴木知子／鈴木千絵／鈴木正士・裕子／鈴木康仁／聖母訪問会／仙敷正俊／

染谷孝章／高沢孝子／高瀬富美／高田建夫／高野永／高橋保／高濱友理江／高柳真／滝谷

紘一・美佐保／田口清吾・はるみ／竹内元章／竹中浩／武原正明／竹村真紀／田中幸治／

田中孝子／棚橋忍／棚橋美江／国都博文／俵里英子／丹安紀子／筑井宏子／佃寿子／寺谷

恵美子／桃原松五郎／時高照子／外村民彦／泊哲次／富安眞理／友野博樹・和子／豊永泰

子／直井雅子／中沢隆／中台哲夫／長経年廷／長野純音／中村洋・久美子／長谷幸雄／中

山美世子／新倉俊吾・久乃／西垣正子／商用照子／西口晃／西口喜久枝／西村斐佳代／西

村正和／根本利子／野崎久子／野田修治・洋子／野田修助・和子／萩尾信也／萩尾出穂／

萩谷長生・睦子／土師晴子／羽柴加寿代／長谷川秀司／長谷川牧子／畑井正春／畑中幸次

郎／畑野祭一／畑野寿子／比嘉良備／日根野慶一／日野忠市／福田桂／福田亜矢子／福田
一大／藤井誠・ひろ子／藤本隆／古市進／古川秀昭・昭子／古津昭夫／星野一朗／星野直

子／千葉恵子／前田眞智子／前田晃伸／前田容子／前田晃／前田広世／松井尚子／松居勲

／松岡龍哉／松田捷朗／丸山千早／三栖香織／溝際庸介／三原ヱイ／三原一男・京子／宮

崎秀貴／宮田洋子／宮脇加代子／武藤六治／宗像千代子／室岡恵／森幸一／森田喜之／森

本晴生／八木克道／矢後和彦・正子／保井孝・亮／矢野裕史／山内寿美子／山口泰生／山

崎美貴子／山田益男／山本眞／吉植よし子／吉田太／吉野康／吉野美智子／吉羽真治／君

国絃志

IiliII新規会員（’13年12月14日～’14年12月13日）敬称略liIliililltlllIIIIl！111

秋月慎直・彩／池淵透・真理子／井沢美佐子／石井紫織／稲葉世紀子／入野豊／小堀浩子

／近藤高史／鈴木千絵／高沢孝子／高野永／萩尾信也／萩尾出穂／三栖香織／茶事一

軍教義i嘉1㌦教義徽章重富京鴬・重富・事後・農事・嘉1㌦嘉・富農録義母農事・義山重義・購富農・富・青書重義・農事・重義徽・農高農義軍・義軍・義軍青嶋農事・農事農事青富農・富農・農農事一章・富農農事着意山賀農具後記h後記h基づ
裏

…∴∴∴∴　《「あぶらむの会」について〉　　　　　i
き「ぁぶらむの会」は旧約聖書創世記に出てくる、信仰の父アブラハムの旅立ちi
蔓　の前の名前、「アブラム」に由来しています。それによれば、彼はその内的必然i

き　性故に、安住の地を離れて「行く先知らずして」旅立ちました。全てに対してあ　…
後

篇
・重

義

後

事
着

筆

章

まりにも安定を求める今日、私たちは旅としての人生に臆病になり、旅に必要な

能力を欠いているように思われます。

ま　　「あぶらむの会」は、自己の人生に果敢に挑戦し、人生の良き旅人を育てるた

き　め、それに必要な訓練や出会いの場を提供してゆくことを目的としています。
ま

を章農高着京重義後事後篇後篇▲軍書章後篇重義
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三‾三三三輩≡繋
2015年　第14回子どもから大人までのネパールの旅

期間　2015年3月26日～4月6日（12日間）

お問い合わせはあぶらむの会へ

あぶらむ里山生活夏季短期留学

生きるうえで大切な智恵がたくさん満ちている里山生活。これからの時代を

背負っていくやがて大人になる子ども達、一緒に生活してみませんか。

期間　2015年7月末から3週間ほど

対象　小学校高学年～中学生

尚、留学生はこの期間に行われる堂山自然学校に自動的に参加となります。

お問い合わせはあぶらむの会へ

＿二三輩輩桑

野麦峠旧道ウオーキングと史跡を訪ねて

期間　2015年7月18日（土）～20日（日・祭日）

助け小屋」で特別宿泊致します。眼前の乗鞍岳が圧巻です。

かりの古川の街などをご案内します。

ー18－


